
問□　地域包括支援センター 　☎82−3845

9月はアルツハイマー月間です！
　「国際アルツハイマー病協会」は1994年、世界保健機関（WHO）と共同で毎年9月21日を「世界アルツハ
イマーデー」、9月を「世界アルツハイマー月間」と定めました。「世界アルツハイマー月間」では、国際アル
ツハイマー病協会と126の国と地域の加盟団体が認知症への正しい理解が進むことを目的として、世界中
で認知症の啓蒙活動が行われています。

　記憶障害やさまざまな状況に対する判断が不適切になるなど、生活するうえでの支障が少しずつ増えて
いく脳の病気です。「体験の全部を忘れる」、「目の前の人が誰か分からない」、「判断力が低下する」などの症
状がみられます。
　アルツハイマー型認知症は、認知症のなかでもっとも割合の多い認知症です。脳の神経細胞が破壊され、
脳に萎縮が起こります。軽度の物忘れから徐々に進行し、やがて時間や場所が分からなくなる特徴があり
ます。

　公益社団法人認知症の人と家族の会にて、2023年度第30回世界アルツハイマーデーの標語が発表さ
れました。2025年には65歳以上の5人に1人が認知症になると見込まれ、その数は700万人になると推
計されています。
　誰もが認知症を自分事としてとらえ、認知症を知り、備え、人とつながることが大切です。

（出展：公益社団法人認知症と家族の会　世界アルツハイマー 2021リーフレット）

★地域包括支援センターでは、認知症に関する困りごとの相談対応を行っております。
　いつでも、お問い合わせください。

認知症とは？

『もっと知ろう もっと語ろう 認知症』

『認知症とともに生きるための８か条』

①認知症の診断で人生は終わらない
②認知症の正しい情報を得よう
③制度を知り、活用しよう
④家族だけで抱え込まないで

⑤仲間と支援者を探そう
⑥職場の上司や親戚などに病名を伝え

ましょう
⑦社会や地域とつながろう
⑧家族で話し合っておきましょう

No.162

6 広報とようら　−令和 5年 9月号−


